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１ 皮膚出血 
 ・病変は大腿部や臀部に好発するが、背･腰部や下腿部に及ぶこともある。 
 ・鮮紅色ないし赤色の点状ないし斑状病変が密発あるいは散発している。  
２ 皮下組織や筋肉の出血 
・胸部や背部などの皮下組織あるいは筋肉の広範囲又は一部に出血がみられ、当該領域の

皮膚は赤黒色や青紫色を呈している。 
３ 腓腹腱断裂による出血 
・腓腹腱（アキレス腱）の断裂により、周囲皮下組織に広範な出血がみられ、出血領域は

時間の経過によって段階的に赤色、暗赤色、青緑色を呈している。 
４ 肝臓出血 
・肝臓被膜面に粟粒大から小豆面大の境界明瞭な出血や血腫が認められる。 
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廃棄等の 

措置の根拠 別表第１０（全部廃棄）又は別表第１１（部分廃棄） 

   
臀部から腰背部の皮膚に赤色点状ないし

斑状の出血病変がみられる。 
胸腹部の皮下組織に暗赤色ないし青

紫色の出血病変が認められる。 
胸腹部の皮下組織に凝血塊を伴う

出血が存在している。 

   

両脚に腓腹腱断裂を伴う暗赤色の皮下出

血が認められる。 
胸部から背部皮下組織まで腓腹腱断

裂に伴う皮下出血が波及している。 
肝臓に中規模の出血巣がみられる。 
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